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音階① 音階② 音階③ 音 階 ④ 音階⑤ 音階⑥ 音 階 ⑦ 音 階 ⑧
大田名節 (本) かぎやで、風節 (本) Jll野喜節 (本) 特牛節 (本) 瓦屋節 (本) 安波節 (本) 夜雨節 (二揚) 子守節 (本)
浮島節 (二鋳) 恩納節 (月) 本散山節 (ガ) 大兼久節 ( 1 ) 揚作田節 (11) 松本節 (月) タ/ムソ官官 (11) 鳩荷主官 (ノI) 
荻号室口説 (11 ) 中城ハンタ前節(万) 港原節 (11) イ中I1医長官 (か) 踊クワデサ節 (11) 大願口説 (ガ) 仲道節 (1 ) 
打豆節 (本) 言討敷節 (万) 白鳥節 (二揚) 本嘉手久衛 (か) 暁節 (11) ヨラテク節 い1) 早口説 (本)
与那節 (11 ) 早作田節 (万) 占見浦節 (刀) 芋之葉節 ( ノ) シホラア長官 (11) 四季口説 (万)
本大j甫節 (11 ) 平敷節 (11) 屋慶名節 (刀) 花風節 (1 ) 布消費有 (11) 揚口説 (11) 
綾蝶節 (11) 自瀬早川節 (か) 伊豆見節 (万) 本花風童市 ( 1 ) ナカラタ査官 (11) 高歳カフス節 (11) 
ジッサウ節 (11 ) クニヤ節 (万) 坂原口説 (刀) 真福地ノハイチョウ節 (1) ショウンガナイ節 (11) ノンフり節 (二揚)
蔵之花節 (ノ1) 金武節 (万) 東江節 (万) 作田節 (1 ) 宮城クワデサ節 (11)
世栄節 (11 ) 仲村渠節 (万) タウガネ主目 (ガ) ジャンナ節 ( 1 ) 遊ショウンガナイ節 (1) 
主主花節 (11) 出砂節 (11) ノ、イヨヤエ節 (11) 諸屯節 ( 1 ) サイヨウ宣行 (11) 
昔田名節 (11 ) 仲間節 (11) ハヤリグワイニャ節 (本) 茶屋節 (庁) ウミヤカラ宣告 (11) 
久米間嘉節 (11 ) ツナギ節 (万) ズズ節 (刀) 背蝶節 (1 ) 
中イ乍白宣告 (11) 坂本節 (万) シホラア費目 (万) 長ジャンナ節 ( ノ) 
ソンパレ露首 (11) コA エン富市 (11) 伊集の木節 (11) 東細節 (1 ) 
ソレカン節 (11 ) チルレン節 (万) 大浦越地節 (二揚) 音嘉手久節 (11) 
クロク員百 (刀) 本部長節 (万) 沈仁屋久節 (本) 稲マジン節
石ン根之道筋 (11) 与儀前ン田節 (万) 長伊平屋節 (1 ) 
本国名節 (万) 江佐節 (刀) )!!i水節 (1 ) 
f手7工長官 (万) 揚沈仁屋久節 (刀) 首塁節 (万)
アガサ節 (月) 湊クリ節 (11) 本伊平原節
赤サクワデサ節 (11) 南巌節 (刀) 上じ屋支巨節 (ガ)
f中査官 ( 1 ) 黒鳥節 (刀) 東江節 (刀)
17、 8節 (万) ヤリコノシ節 (11 ) 伊野波節 (1 ) 
スキ節 ( 1 ) 口説 (11 ) 述懐節 (1 ) 
伊集早作田節 (11 ) j差輪口説 (万) 子瀬節 (二揚)
i青展望官 ( 1 ) カンキャイ節 (11 ) 子持節 (万)
永良部節 (11 ) 小浜節 (二揚) 散山節 (11) 
柳皇官 (11 ) 崎山節 (本) {中)訊節 (刀)
天}I節 (万) サック節 (万) 述懐節 (11) 
イ中風節 (刀) 弥革力節 (二揚) 揚七尺節 (11) 
今風節 ( 1 ) 砂子守節 (本) サアサア節 (11) 
ヨシャイナウ節(二揚) 烏尻天川節 (月) 前之浜節 (11) 
七尺節 (1 ) 与那原節 (11) 
百名節 (1 ) 遊子持節 (月)
立雲節 (11) 浜千鳥節 (11) 
{中治節 (ノ1) {中風節 (11) 
赤泊風賞百 (本) ムンジュノレ節 (万)
ショウンガナイ節 (二揚) 綾蝶節 (ー揚)
述懐節 (11 ) 東里節 (11) 
久米赤節 (11 ) 池ン当番 (本)
久米ノ、ンタ前節(本) 字地泊節 (刀)
島幸運節 ( 1 ) 津竪節 (刀)
長金武節 (11 ) 石之扉j鼠節 (11 ) 
赤悶花風節 (万) 月夜r兵節 (11) 
f予言十離節 (刀) 揚与那節 (11) 
亀甲節 (万) 高祢久節 (ガ)
白保節 (刀) 屋慶名クワデサ節(万)
遊諸屯節 (11 ) イ中風節 (刀)







川平節 (1 ) 
(揚高似節 (1 ) 
注(1) : (本)は本調子を意味し、(二揚)は二揚調子、(一揚)改一揚調子を意味する。
( 2) :楽曲の分類は現在演奏されている各演奏家の実際の演奏に基づいて分類されたものである。
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「打豆節｣、「与那節｣等)、「綾蝶節｣、「ジッソウ節」ではオクターヴ上のしとファが使用され、
更に「中作田節」では、レミ(↑)ファソというように、第三のテトラコルドの積み重ね（ディス
ジャンク卜)力職くことを示唆していると思われる。一方、下部にソとシ(G、B)の低音域が
使用される楽曲があるが、それはソシドの琉球のテトラコルドが、一度の基音にコンジャンク
トする形で重なっている。
②の音階は、実際には①のグループと一緒にして考えてもよいものだと思われる。旋律構造
上は①とほとんど変わらないのだが、第二度音のしが経過音として現れるために、別旋法とし
て独立させた。この音階において第二度音しは下行旋律の時にミレド（老乙合）のポルタメン
トの形で現れ、音階構造上重要な働きをしているとは思われないが、律音階が混入したものと
も考えられ､金井喜久子氏のいう琉球音階第二種型と同一とみてよいだろう。「かぎやで風節｣、
「恩納節」などの本調子の端節（短曲）に多く見られる音階だが、「仲節｣、「十七、八節」もこ
の音階に属し、その他「柳節｣、「天川節｣、「赤田風節｣、「今風節」などのように薩摩進入以降
に成立したのではないかと言い伝えられている楽曲に多くみられる。このグループにおいても
終止音は四度と一度が主流をなすが、「仲節｣、「十七、八節｣のような曲では三度や八度の終止
も多い。
．●
音階③は第二度音しが単なる総量音としてではなく、はっきりした中間音として現れてくると
ころに特徴がある。つまり、ドレミファソの律のテトラコルドが琉球のテトラコルドに混入し
た形をとっている。しかし､このグループのほとんどの楽曲が下部のテトラコルドでドレミファ
●● ●
というしとミの二つの中間音を同時に使用しており、楽曲によっては第三度音のミがフラット気
味に現われるので、民謡のテトラコルドを思わせる旋律もある。楽曲を見ていても、口説類や
八重山発祥の楽曲が多く、日本本土の音楽、あるいはその音階の影響を受けた根跡がうかがえ
る。このグループの終止音は第四度と第一度に集中している。
●
④の音階は、私が以前から疑問を抱いていた音階で、本調子では開放弦の中弦、四（ファ）
は固定されたピッチであるのにもかかわらず､歌唱部において同じ音が／#にまで上る奇妙な音
階であった。それ故にペンタコルドの可能性を考えていたのだが、杉本氏の転モード、複調論
を伺って疑問が解けた。調弦とは関係なく、基音が完全に五度上に移動していて、そこからド
ミファソシドかド（し）ミファソシドの基本的琉球音階を形成している。従ってこのグループ
の楽曲は比較的音域の広いのが特徴となっており、「作田節｣、「ジャンナ節｣、「首里節｣などの
昔節と呼ばれる古い曲に多いように思われる。終止音はやはり第五度に集中しているが、第七
度や第三度での終止も希ではない。このグループの二場調子の曲では調弦の段階ですでに基音
が五度上に移されている訳であるが、三線弦の七（／）がシャープ気味に演奏されるのと、下
老（／#）のポジションがより多く用いられている点で、他の二揚曲と区別される｡
一方、音階⑤は杉本氏のいう下属調への転調曲で、このグループは全てが本調子で、他の本
●
調子ではめったに使用されない中のポジション（第六度音ラ）を使うのが特徴となっている。
● ●
更に尺音（シ）がフラット気味でラァからシが増四度ではなく完全四度をなしている。これは
基音が四度上（杉本氏の説明では五度下）の下属調に移動して新たな音階を形成しているのに
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外ならない。ここでも音階①と②の混在が認められるが、これまで何度も繰り返してきたよう
に、音階①と②は沖縄の音楽の基本をなす旋法であるから、音階④と⑤も転調されてはいるが、
基本的には琉球音階に属し、音階①、②、④、⑤は同種の旋法、同種のグループとし、それら
に分類された曲を集計してみると137曲となり､何と全体の74％を琉球音階が占めていることが
わかる。
なお、音階⑤に分類された楽曲の終止は第四度が最も多く、第三度や第六度（転調後の第三
度）にもみられる。
音階⑥はドレファの律のテトラコルドが積み重ねられた純粋な律音階である。終止音を見て
も四度と一度、そして八度に集中していて、テトラコルドの強い核音の働きが印象ずけられる。
「安波節｣、「松本節｣、「大願口説｣、「ヨラテク節」の4曲のみに限られていて、シラビックな
単調な旋律線を持つのがこのグノレープの楽曲の特色である。本調子で第六度、中のポジション
を使うが､尺音が全く使用されず､音階⑤とは明らかに異る旋法に基づいていることがわかる。
音階⑦は下に律、上に琉球のテトラコルドが積み重なった混合型の音階で、終止音も第一度
と四度とに集中していて明確なテトラコルドの動きを示している。「夜雨節｣、「タノムゾ節｣、
「仲道節｣、「ノンフリ節」などの八重山発祥の二場調子の曲と、本調子では「四季口説｣、「揚
口説」など合計8曲にこの音階が使用されている。
音階⑧は呂旋法と呼ばれている音階で、「子守節｣、「鳩間節｣の2曲にみられる。その他｢トゥ
バルマ」や「鷲の鳥節」の旋法としてもよく知られ、八重山民謡にはより多く使用されている。
● ●
純粋な呂旋法には第四度音のファが含まれないが､「子守節｣、「鳩間節｣には不安定な形でファが
使われ(シャープ気味)、基音がソに移行する動きを見せているが、それも偶発的な使われ方で、
基本的には呂旋法の動きを示す旋律となっている。なお、呂旋法の場合は核音が一度、五度、
八度にあって、小泉文夫氏のいう下にペンタコルド、上にテトラコルドの重なる正格旋法型の
音階となっている。
4まとめ
沖縄音楽の音階をめぐって、これまでにさまざまな音楽学者達がそれぞれの見解を示されて
きた。各氏の音階論にはそれなりに一致する点がないのでもないが、中間音や装飾音が微妙に
変化する沖縄の音律構造をどうとらえるかという点で、それぞれに異なった分析方法がとられ
てきた。
この論文においては、古典音楽と呼ばれる首里王府ではぐくまれ、発展してきた三弦楽の楽
曲のみに焦点をあてて音階論をまとめてみた。その結果として得られたことは、(1)沖縄の古典
音楽（声楽曲のみに限る）に使用されている音階は、主として八種類のタイプに分けることが
できるが、(2)その中でも、ドミファソシド、或いはド（し）ミフアソシドという基本的な音階
（琉球音階）の比重が最も大きく、古典楽曲の約75％がこの音階に集中していることがわかっ
た。
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一方、小島美子氏が「沖縄音楽の諸要素」（『沖縄』、1976年）の225頁で言われている、沖縄
（群島の音楽）では第一度終止が圧倒的に多く、それに続くのが第五度である〃ということと
共通して、私自身も、山内盛彬氏が主張された五度旋法（ペンタコルド）の存在を古典楽曲の
中に期待していたのだが、五度終止の楽曲のほとんどが音階④に含まれた属調への転調グルー
プで、結局は小泉文夫氏のテトラコルド論を受け継ぐ形となった。
分類した八種類の音階中、音階①、②、③、⑤、⑥、⑦において第一度と第四度の終止音が
優勢である。音階⑤は下属調への転調であるから、第四度への終止は第一度への終止を意味す
るが、それ以外の音階においてはやはり第四度終止がテトラコルドの強い存在を示している。
しかし、これらの音階の中で、第五度終止が少いということは、第五度の核音の働きが弱く、
●
ドからファ、ジからfへの二つのテトラコルドが外接して重なったと考えるよりも、むしろド
からファのテトラコルド、ファからドヘのペンタコルドが内接して重なり、プラガル旋法型の
音階を形成していると考えた方がよさそうだ。
ペンタコルドの問題は、古典楽曲の中では事例として出て来なかったが、地方に散在する古
い民謡、わらべ歌の中には多々 あり、また、小島美子氏が言うようにそれらの音楽では五度終
止が優勢でもあるので、以後この問題についてはそれらの音楽の中で探求していってみたいと
考えている。
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